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・  可 決 さ れ た 主 な 議 案  ・

3月定例会平
成
22
年
第
１
回
定
例
市
議
会
が
、
２
月
24

日
の
開
会
か
ら
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
、
３
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
市
長
か
ら
所
信
表
明
及
び
予

算
案
等
の
提
案
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
各
常
任

委
員
長
か
ら
、
閉
会
中
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
研
究
結
果
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た

（
５
頁
参
照
）。
次
い
で
、
３
月
４
・
５
日
に
は

４
人
の
議
員
が
代
表
質
問
を
、
ま
た
、
８
・
９

日
に
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
提

出
さ
れ
た
議
案
及
び
市
政
全
般
に
わ
た
り
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
11
・
12
・
15
日
に
は
６
常
任
委
員

会
が
、
16
日
に
は
水
資
源
対
策
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願

な
ど
の
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
43
件
が
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
あ
る
い
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
案
４
件
に
つ
い
て
は
原
案
の

と
お
り
可
決
、
さ
ら
に
請
願
10
件
に
つ
い
て

は
、
継
続
審
議
２
件
、
撤
回
承
認
１
件
、
審
議

未
了
７
件
の
議
決
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

予
　
算

意
見
書

本
会
議
の
審
議
を
経
て
原
案
可
決
さ
れ
た
平
成
22
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
施
設
の
整
備

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
を
利
用
し
た
小
規
模
な
水
力
発
電
施
設
を
整
備
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図

り
ま
す
。

●「
ふ
る
さ
と
松
山
学
」の
教
材
作
成

松
山
の
先
人
や
松
山
ゆ
か
り
の
伝
統
文
化
を
教
材
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
、
小
中
学
校
に
配
布
し
て
確
か
な

学
力
の
基
盤
と
な
る
読
書
活
動
・
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
松
山
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
習
を

推
進
し
ま
す
。

●
松
山
島
博
覧
会
の
開
催

有
人
離
島
９
島
と
鹿
島
の
振
興
を
図
り
、
過
疎
・
高
齢
化
が
著
し
い
島
の
活
力
の
再
生
を
目
指
し
て
、
松
山

島
博
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
募
集

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
次
世
代
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
募
集
し
、
優
れ
た
モ
デ
ル
を
認
定
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
在
宅
就
業
を
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
と
す
る
在
宅
で
し
か
働
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
が
、
生
活
の
維
持
や
子
供
の
将
来

に
備
え
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
就
労
の
拡
大
に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
ヒ
ジ
キ
加
工
施
設
の
整
備

ヒ
ジ
キ
の
生
産
量
拡
大
と
品
質
向
上
を
目
的
に
、
漁
港
用
地
内
に
架
段
式
天
日
干
し
施
設
を
設
置
す
る
た
め

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
北
条
分
団
ポ
ン
プ
蔵
置
所
の
統
合
整
備

耐
震
化
が
必
要
な
ポ
ン
プ
蔵
置
所
の
う
ち
、
北
条
分
団
の
４
ヵ
所
を
統
合
し
、
地
域
防
災
活
動
拠
点
施
設
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備

緊
急
地
震
速
報
や
津
波
注
意
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
迅
速
か
つ
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
で
市
民
の
生
命
・

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。

●
水
道
管
路
管
理
施
設
の
建
設

災
害
時
の
復
旧
活
動
や
被
災
し
た
市
民
へ
の
応
急
給
水
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
拠
点
施
設
を
建
設

し
ま
す
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
旅
券
事
務
（
申
請
受
理
及
び
交
付
）
の
業
務
を
行
う
た
め
、
松
山
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
土
日
祝
日
の
窓
口
開
設
を
行
い
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
は
、
法
律
上
の
夫
婦
と
事
実
婚
の
区
別
が
つ
か
ず
安
易
な
結
婚
や
離
婚
を
助
長

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
社
会
の
基
盤
と
な
る
家
族
の
絆
を
強
化
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
家
族
の
絆
を
弱

め
社
会
的
混
乱
を
招
く
恐
れ
の
あ
る
民
法
改
正
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
早
期
に
導
入
し

な
い
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

政
府
は
、
地
方
整
備
局
の
廃
止
等
、
権
限
及
び
財
源
の
移
譲
を
伴
わ
な
い
地
方
分
権
を
推
し
進
め
て
い
る
。
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
公
共
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
国
の
出
先
機
関
を
存
続
さ
せ
、
今
後
も
災
害
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
国
に
要
望
す
る
。

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
、
公
共
工
事
や
委
託
事
業
な
ど
の
公
契
約
額
は
、
低
価
格
・
低
単
価
の
契
約

や
受
注
が
増
大
し
て
お
り
、
受
注
先
企
業
の
経
営
悪
化
が
労
働
者
の
生
活
を
不
安
定
に
し
て
い
る
。
公
共
事
業
従

事
者
の
労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
改
善
の
た
め
、
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
を
国
に
要

望
す
る
。

「
い
じ
め
」「
不
登
校
」
な
ど
教
育
現
場
で
発
生
す
る
様
々
な
問
題
に
加
え
、
保
護
者
等
か
ら
の
過
剰
な
要
望

等
へ
の
対
応
な
ど
、
教
師
の
時
間
的
・
精
神
的
負
担
は
増
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
教
師
の
負
担
軽
減
と
児

童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
が
出
来
る
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
全
ク
ラ
ス
で
の
35

人
学
級
の
完
全
実
施
及
び
加
配
教
員
の
拡
充
を
県
に
要
望
す
る
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
拙
速
な
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

地
方
の
切
り
捨
て
と
な
る
国
の
出
先
機
関
等
の
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

35
人
学
級
の
完
全
実
施
及
び
加
配
教
員
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
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市議会だより市議会だより市議会だより
市議会を開設して今年で120周年を迎えました
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光
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平
成
22
年
度

当
初
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